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上の句 下の句 

きみがためは るのににいでてわかなつむ わがころもでにゆきはふりつつ 

こころあ てにおらばやおらむはつしもの おきまどはせるしらぎくのはな 

こころに もあらでうきよにながらへば こひしかるべきよはのつきかな 

こひ すてふわがなはまだきたちにけり ひとしれずこそおもひそめしか 

ちぎりき なかたみにそでをしぼりつつ すゑのまつやまなみこさじとは 

ちは やぶるかみよもきかずたつたがは からくれなゐにみずくくるとは 

つき みればちぢにものこそかなしけれ わがみひとつのあきにはあらねど 

なつ のよはまだよひながらあけぬるを くものいづこにつきやどるらむ 

はなの いろはうつりにけりないたづらに わがみよにふるながめせしまに 

ひとは いさこころもしらずふるさとは はなぞむかしのかににほひける 

やす らはでねなましものをさよふけて かたぶくまでのつきをみしかな 

ゆふ さればかどたのいなばおとづれて あしのまろやにあきかぜぞふく 

よのなかは つねにもがもななぎさこぐ あまのをぶねのつなでかなしも 

わがい ほはみやこのたつみしかぞすむ よをうぢやまとひとはいふなり 

わがそ ではしほひにみえぬおきのいしの ひとこそしらねかわくまもなし 

わすら るるみをばおもはずちかひてし ひとのいのちのをしくもあるかな 

わすれ じのゆくすゑまではかたければ けふをかぎりのいのちともがな 

わたのはらや そしまかけてこぎいでぬと ひとにはつげよあまのつりぶね 

わび ぬればいまはたおなじなにはなる みをつくしてもあはむとぞおもふ 

をぐ らやまみねのもみぢばこころあらば いまひとたびのみゆきまたなむ 


